
伊伊  

藤藤  

益益  

教教  

授授  
  
  

略略  

歴歴  

  

一
九
五
五
年 
京
都
市
に
生
ま
れ
る 

一
九
七
九
年 

上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科 

卒
業 

一
九
八
六
年 

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
研
究
科
倫
理
学
専
攻 

修
了 

（
文
学
博
士
） 

一
九
八
六
年 

東
北
歯
科
大
学
（
現
、
奥
羽
大
学
）
歯
学
部 

専
任
講
師
（
～
一
九
九
二
年
） 

一
九
九
二
年 

日
本
倫
理
学
会
和
辻
賞 
受
賞 

一
九
九
二
年 

淑
徳
大
学
社
会
学
部 

助
教
授
（
～
一
九
九
七
年
） 

一
九
九
七
年 

淑
徳
大
学
社
会
学
部 

教
授
（
～
一
九
九
九
年
） 

一
九
九
九
年 

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
系 

助
教
授
（
～
二
〇
〇
三
年
） 

二
〇
〇
三
年 

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
専
攻 

教
授 

二
〇
〇
九
年 

筑
波
大
学
大
学
院
哲
学
・
思
想
専
攻 

専
攻
長
（
～
二
〇
一
三
年
） 

二
〇
二
一
年 

筑
波
大
学
定
年
退
職 
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研 

究 

業 

績
（
著
書
の
み
） 

 

著著  

書書  
 

『
こ
と
ば
と
時
間 
古
代
日
本
人
の
思
想
』 

大
和
書
房
、
一
九
九
〇
年 

『
日
本
人
の
知 

日
本
的
知
の
特
性
』 

北
樹
出
版
、
一
九
九
五
年 

『
日
本
人
の
愛 

悲
憐
の
思
想
』 

北
樹
出
版
、
一
九
九
六
年 

『「
信
」
の
思
想 

親
鸞
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
』 

北
樹
出
版
、
一
九
九
八
年 

『
日
本
人
の
死 

日
本
的
死
生
観
へ
の
視
角
』 

北
樹
出
版
、
一
九
九
九
年 

『
旅
の
思
想 

日
本
思
想
に
お
け
る
「
存
在
」
の
問
題
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
〇
一
年 

『
親
鸞 

悪
の
思
想
』 

集
英
社
新
書
、
二
〇
〇
一
年 

『
高
橋
和
巳
作
品
論 

自
己
否
定
の
思
想
』 
北
樹
出
版
、
二
〇
〇
二
年 

『
歎
異
抄
論
究
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
〇
三
年 

『
愛
と
死
の
哲
学 

田
辺
元
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
〇
五
年 

『
危
機
の
神
話
か
神
話
の
危
機
か 

古
代
文
芸
の
思
想
』 
筑
波
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年 

『
鬱
を
生
き
る
思
想
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
一
二
年 

『
自
由
論 

倫
理
学
講
義
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
一
四
年 

『
私
釈
親
鸞
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
一
五
年 

『
私
釈
法
然
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
一
六
年 

『
念
仏
者 

蜂
屋
賢
喜
代
』 

北
樹
出
版
、
二
〇
一
七
年 

『
歎
異
鈔
講
話
』 

校
訂 

（
著
者
・
蜂
屋
賢
喜
代
） 

北
樹
出
版
、
二
〇
一
八
年 
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